
1．2 フロアライトのデザイン開発並びに試作研究  
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⑤170ダ 変り塗（皮誼）黒仕上げ  1．目  的  

3ケ年継続研究の2年度目に当たり、今年度  

新たに工芸部門を付加した形で行われた。初年   

度の開発コンセプトを基本に、木材を活用し、  

特殊穿孔技術（当所が昭和62年。63年に開発し  

た間伐材の木口穿孔技術）を応用したフロアラ  

イトを試作し、素材、技術の組み合せの可能性   

を探る閂発研究を目的とした。  

3．結果及び考案  

問題点として、市場調査及び具体的な市場設  

定、素材の設定からコストの問題等デザインを   

展開する前段の予備調査や裏付けが不足してい   

ることを痛感した。次年度以降より広い視点で   

の調査を強化し、ターゲットを選定したい。   

また、既成の素材（アクリルパイプや指明器貝）  

をそのまま使用することば、容易とも云えるが  

逆に、アイデアやデザイン展開に適切な素材が   

入手しにくいと去った点も上げられる。素材メ   

【カ…との協力関係なしでは充分な開発は困難   

である。  

試作結果としては、長時間点灯後のアクリル  

パイプ及びブナ集成材に影響を与える熟の処理   

の問題カミ懸念される。アクリルパイプに穴を空   

ける等の処理が必要と思われる。  

評価については、現段階では展示会やアンケ  

2．方  法   

2．1 開発コンセプト及び開発フロー  

＜ゆとり＞く豊かさ＞を基本概念に、H発フ   

ローを設定し、空間照明（光鴨音）をターゲッ   

トに開発を進めた。   

2．2 アイデア展開及び云式作  

開発に当たっては、フロア内の壁面、床面に  

セッティングできる使用範囲の広いタイプを想  

定して図面化し、適宜木型等による素材試験   

（樹脂菜種の加工、成形試験は実施できなかっ  

たが、ステンレス縮では面白い効果を得た。）を  

行った結果、強度・精度。耐熟性の点で、ブナ  

集成材とアクリル樹脂パイプを組み合せ、アク   

リルパイプ内部に照明器具をセットする形でタ   

イプ（径の異なる3種）を決定した。   

ブナ集成材の穿fLには、パイプ径に合せた刃  

物の改良が必要で、特殊穿孔技術が応用された。  

表面処理では、径の異なる3樺別にそれぞれ   

異なる塗装を施した。  
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（診150ダ ウレタン黒艶消仕上げ  

〔卜等未定であるが、新たな提案ができたと考率′メ 簸  

える。  

以卜開発フローと試作写真を提示する。  

装技術研究室  
＊デザイン研究室，＊＊加ユニ技術研究室，＊＊＊塗  

－6－   



開発プロ‾  

主たる地域産材である杉を利用した工芸領域での特産品開発の有効性の検討、商品化を含めて0  

A－アブロ岬チ  

杉材からの特産品開発については、材質の評  

価か低く満足な状況にあるとは云えないか、他  

の地域産材の複合化やデザイン的手法による発  

想の転換を図ることによって、可能性ほ高まる   

と考えられる。  

A 杉材の開発可能性の検討  

B 杉村の有効利用、開発は必要  

A7 他の地域産柑及び複合化の叶能性検討  

B，業界のレベルアップ（デザイン・技術開発）  

Al－杉村以外からのアプローチ  

（ヒノキ・クヌギ・ブナ。カシ。ナラ）  

A3－デザインエリアからのアプTj－チ  

（アート的商品。オブジェ。壁面装飾）  

A4…デザイン手法からのアプローチ  

（異素材・異技術、デザインサーベイ）  

A”杉村（文化的）の見直し、デザイン指向  

B”コスト、付加価値、高級指向  

B－アプローチ   

杉村の有効利用及び紡績開発は、環境、資源  

問題等他からの安E去＝こよって、ますます必要に   

迫られると思われる。  

Bl－杉材の増寺性からのアプローチ  

杉材の特性変化規定（材質強度、歪み）   

B2【素材、製材品からのアプローチ  

（チップ。圧縮板。集成材）   

B3－デザインエリアからのアプローチ  

（インテリア。エクステリア。ホ…ル）   

B4－デザイン手法からのアプローチ  

（異素材。異技術等の複合化）  

試作－B  

提案－－1  A”飽 Al。B2 亀 B3  

エリア設定－インテリア。空間設定・一品   

製作デザイン開発一空間旦那月、壁面スクリ   

ーン、技術開発一単板樹脂加工。甲／板染色  試作叫A，B，C  
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